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1 はじめに
特定物体検出とは，検出したい物体が写った参照画像

を手掛かりに，対象シーンを写した 1枚の画像から，目
的の物体を見つけ出す問題である．特定物体検出におい
て，色ヒストグラム特徴は物体の変形や隠れなどに頑健
なことから，広く一般に用いられている．しかし，色ヒ
ストグラム特徴は明るさの違いによる影響を受けやすく，
参照画像と対象シーンを写した画像で明るさが異なる場
合，検出が困難になる．
上記の問題に対処するため，ガンマ補正を行ないなが

ら様々な照明条件下で物体検出をする手法 [1]が提案さ
れている．しかし，照明変化による画素値の変化はガン
マ補正では表現しきれず，正しく明るさを補正すること
は難しい．そのため，より自由度の高い明るさ補正が必
要となる．また，ディジタル画像は通常 8 bit量子化さ
れるが，明所と暗所の混在する極端な照明条件下では，
階調数の不足により情報の欠落が発生する．そのため近
年，明暗所を含むシーンでの撮影に，8 bit以上の高階
調な画像を出力するカメラが利用されるようになった．
そこで本発表では高階調カメラから得られる画像に対

して，自由度が高いノンパラメトリックな明るさ補正を
施すことで，極端な照明条件にも対応可能な特定物体検
出手法を提案する．

2 明るさ補正に基づく極端な照明条件下での物体検出
提案手法は，高階調カメラで撮影した画像から，ラス

タスキャンによって特定物体を検出する．このとき，参
照画像と注目する部分画像の明るさの違いを補正する．
異なる照明条件下の画像に対して明るさ補正を行な

うために，Javedら [2]が提案した異なるカメラ間の物
体照合のための色補正手法を特定物体検出に応用する．
具体的には，同じ物体を観測した画像であれば輝度値の
順序関係は同一であるという仮定の下で，輝度伝達関数
（BTF）を利用する．まず，参照画像と注目する部分画
像のそれぞれについて輝度値をソートし，明るさの順序
が同じ輝度値同士を対応付けるルックアップテーブルと
してBTFを得る．得られたBTFを用い，注目する部分
画像中の輝度値を，参照画像中の輝度値に置き換える．
上述の処理により明るさ補正を行なった後，注目する

部分画像の色ヒストグラムを作成する．そして，同様に
参照画像から作成した色ヒストグラムとのヒストグラム
インタセクションを求める．そして，得られた値がしき
い値以上の場合，目的の物体として検出結果を出力する．
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3 実験
検出対象として，3種類のミニカーを用意した．デー

タセットとして，検出対象の配置を変えながら高階調カ
メラで撮影を行ない，検出対象が明るい／暗い領域に存
在する画像を 10枚ずつ用意した．撮影には，ViewPLUS

社製の 18 bitカメラXviiiを使用した．また，データセッ
トとは別に検出対象を撮影し，参照画像とした．
提案手法の有効性を確認するため，撮影したデータ

セットを用いて，特定物体検出の評価実験を行った．高
階調カメラの使用による性能変化を確認するため，18

bitから 8 bitに量子化した画像を生成した．明るさ補
正方法による性能変化を確認するため，BTF変換を行
なった上での RGBヒストグラム，もしくはガンマ補正
を行なった上での HLSヒストグラムを特徴量とした際
の性能を比較した．
実験結果を図 2に示す．図 2より，提案手法の方が比

較手法よりも，精度よく検出できたことが分かる．これ
は，高階調カメラによって階調が保持されるようになっ
たことと，照明変化に対しても適切に明るさ補正が可能
になったためと考えられる．
4 むすび
本発表では，高階調カメラを用い，ノンパラメトリッ

クな明るさ補正を行なうことで，極端な照明条件下でも
特定物体検出ができる手法を提案した．高階調カメラで
撮影した画像を用いた実験により，提案手法の有効性を
確認した．
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